
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
の
に

有
利
だ
か
ら
だ
。
強
い
経
済
に

は
強
い
金
融
が
欠
か
せ
な
い
。

P
O
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
の
ス

キ
ー
ム
が
、
強
い
経
済
を
支
え

る
礎
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
小
倉　
中
小
零
細
企
業
の
資

金
繰
り
安
定
の
た
め
に
変
え
る

べ
き
な
の
は
、
融
資
の
審
査
で

は
な
く
、
お
金
を
貸
し
た
ら
確

実
に
戻
っ
て
く
る
仕
組
み
づ
く

り
だ
。
中
小
零
細
企
業
の
隅
々

ま
で
お
金
が
行
き
渡
れ
ば
、
日

本
の
デ
フ
レ
も
脱
却
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
社
は
、

本
当
に
使
え
る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
技

術
で
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
。

　
宿
輪　
受
注

の
信
用
で
金
融

機
関
が〝
低
利
〞

で
融
資
す
る
仕

組
み
は
、
中
小

企
業
の
運
転
資

金
の
負
担
を
著

し
く
軽
減
さ
せ
、
ま
さ
に
〝
地

に
足
が
付
い
た
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
〞

だ
。
中
小
企
業
へ
の
貸
し
出
し

の
増
加
や
支
援
を
強
化
す
る
金

融
機
関
に
も
不
可
欠
だ
。

企画・制作＝日本経済新聞社クロスメディア営業局

広 告

資金決済の高度化による経営力強化
そのソリューションとは？

最新サービスの活用が進む企業のためのフィンテック

12月1日に都内で開催された「企業のためのフィンテック」（主催：日本経済新聞社クロスメディア営業局、協賛：Tranzax、後援：（独）中小企業基盤整備機構、
全国中小企業団体中央会、ABL協会、日刊建設工業新聞社）では、日本銀行 決済機構局 審議役・FinTechセンター長 河合祐子氏の特別講演『FinTechが描く未来』のほか、

以下のような内容でフィンテックの最新動向やビジネスのヒントになるサービスが紹介された。

基調講演特別講演

パネルディスカッション プレゼンテーション

　
│
│
電
子
記
録
債
権
が
大
企

業
や
中
小
零
細
企
業
へ
与
え
る

イ
ン
パ
ク
ト
は
？

　
野
間　
日
本
企
業
の
競
争
優

位
性
が
低
下
し
て
い
る
背
景
の

一
つ
に
、
商
品
な
ど
を
現
金
化

す
る
ま
で
に
か
か
る
日
数
を
示

す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ

ン
サ
イ
ク
ル
（
C
C
C
）
の
長

さ
が
あ
る
。
C
C
C
の
マ
イ
ナ

ス
化
を
図
れ
ば
、
日
々
の
事
業

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
生
ま
れ
、
中
長

期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
欠

か
せ
な
い
投
資

の
原
資
を
生
み

出
せ
る
。

　
中
村　
企
業

が
C
C
C
の
長

期
化
に
対
し
て

能
動
的
に
対
応

す
る
か
否
か
で
、
企
業
価
値
の

差
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

低
金
利
の
環
境
も
あ
り
、
企
業

は
あ
ま
り
財
務
戦
略
を
意
識
し

て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
今
後
は
、

そ
の
巧
拙
が
株
式
市
場
の
評
価

軸
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
芦
村　
人
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
建
設
業
界
で
は
、
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

確
保
が
重
要
な

経
営
課
題
に

な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
は
、
建

設
期
間
が
長
期

化
し
て
も
資
金

繰
り
を
安
定
さ
せ
る
仕
組
み
が

必
要
だ
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
の
金
融
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ

る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
導
入
に
よ
り
、
当
社
で
は
、

こ
れ
ま
で
70
日
程
度
だ
っ
た
支

払
い
サ
イ
ト
が
２
日
に
短
縮
さ

れ
た
事
例
も
あ
る
。

　
鈴
木　
下
請
け
企
業
が
商
品

の
受
注
段
階
で
発
注
書
を
元
に

金
融
機
関
か
ら

融
資
を
受
け
ら

れ
る
P
O
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
が
あ

る
。
そ
の
注
目

点
は
、従
来
、融

資
の
対
象
と
す

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
発
注
段

階
の
担
保
見
合
い
と
し
て
取
り

扱
え
る
こ
と
だ
。

　
│
│
今
後
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

や
電
子
記
録
債
権
と
ど
の
よ
う

に
付
き
合
う
べ
き
か
？

　
芦
村　
現
在
導
入
し
て
い
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
か
ら
P
O
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
移

行
で
き
れ
ば
、

資
金
繰
り
の
強

固
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
構

築
で
き
る
。
導

入
の
メ
リ
ッ
ト

を
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
へ
説
明
し

て
い
き
た
い
。

　
鈴
木　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
P
O
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
は
、
企
業
に
寄
り
添
っ
た

ス
キ
ー
ム
だ
と
考
え
て
い
る
。

当
行
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
へ
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ら

ス
キ
ー
ム
の
利

用
促
進
を
図
り

た
い
。

　
野
間　
中
小

企
業
の
中
に
は
、

少
額
の
運
転
資

金
な
ど
を
調
達

す
る
際
に
、
高
い
金
利
を
支
払
っ

て
で
も
手
軽
に
借
り
ら
れ
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活

用
す
る
企
業
も
少
な
く
な
い
。

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
大
幅

に
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、

日
本
経
済
に

と
っ
て
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
。

　
中
村　
日
本

企
業
が
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の

立
場
を
占
め
る
か
否
か
に
注
目

し
て
い
る
。
そ
の
立
場
を
得
れ

ば
、
情
報
が
蓄
積
さ
れ
、
新
た

レオパレス21
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
サ
イ

ク
ル
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
と
は
、
商
品
や
製

品
を
現
金
化
す
る
ま
で
に
か
か
る
日

数
の
こ
と
。
主
な
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
企
業
の
Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
見
る
と
、ソ
ニ
ー

や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
は
プ
ラ
ス
だ
が
、

デ
ル
は
マ
イ
ナ
ス
46
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
は
パ
ソ
コ
ン
の
注
文
を
受
け
て

顧
客
か
ら
代
金
を
受
け
取
っ
た
後
に
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
お
金
を
支
払
う
仕

組
み
に
よ
っ
て
、Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
マ
イ
ナ
ス

に
し
て
い
る
。

　
同
社
が
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
マ
イ
ナ
ス
化
を

目
指
し
た
の
は
、
創
業
者
の
マ
イ
ケ

ル
・
デ
ル
が
「
早
く
成
長
す
る
た
め

に
は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
マ
イ
ナ
ス
に
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
考
え
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
運
転
資
金
の
軽

減
に
よ
っ
て
新
し
い
市
場
に
進
出
す

る
際
の
投
資
金
額
を
抑
制
で
き
る
。

か
つ
売
り
上
げ
の
増
加
と
と
も
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
積
み
上
が
っ
て
い
く

た
め
、
資
金
調
達
を
し
な
く
て
済
む

よ
う
に
な
っ
た
。

キャッシュコンバージョンサイクルと経営戦略

CCC短縮によって日本企業の競争力が向上

一橋大学大学院
国際企業戦略研究科 准教授

野間幹晴氏

　
経
済
産
業
省
は
2
0
1
5
年
10
月
に

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
関
す
る
研
究
会
を
発
足
。

そ
の
後
、
今
後
の
政
策
の
方
向
性
等
を

包
括
的
に
検
討
す
る
「
F
in
Tec
h

検
討
会
合
」
で
議
論
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
報
告
書
と
し
て
17
年
5
月
に『
Ｆ
ｉｎ

Ｔｅ
ｃ
ｈ
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
公
表
し
た
。
ビ

ジ
ョ
ン
が
示
し
た
の
は
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

は
あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
の
裏
に
あ
る
お

金
の
形
や
流
れ
、信
用
・
リ
ス
ク
の
と
ら

え
方
、
そ
の
担
い
手
の
全
て
を
変
え
て

い
く
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
等
が
も
た
ら
す
第
４
次
産
業
革

命
が
金
融
業
界
に
も
起
き
て
い
る
こ
と

に
と
ど
ま
ら
な
い
。あ
ら
ゆ
る
産
業
や

経
済
活
動
の
変
革
に
対
応
す
る
た
め
、

そ
の
裏
に
あ
る
お
金
の
あ
り
方
が
変
化

を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
は

日
々
刻
々
と
動
い
て
お
り
、商
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
技
術
は
急
速
に
陳
腐
化
し
、
新

た
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
誕
生
し
て
い
る
。
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
政
府
と
し
て
こ
れ
ら
の
背

景
に
あ
る
大
き
な
流
れ
を
ユ
ー
ザ
ー
の
目

線
か
ら
捉
え
、
今
後
の
政
策
を
考
え
る

視
点
と
方
向
性
を
示
す
こ
と
を
試
み
た
。

　
具
体
的
に
は
、
個
人
の
消
費
生
活
を

豊
か
に
し
、
資
産
形
成
を
充
実
す
る
可

能
性
、
企
業
の
生
産
性
を
高
め
資
金
調

達
を
円
滑
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

れ
に
向
け
た
政
策
指
標
と
し
て
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
や
企
業
間
の
資

金
循
環
速
度
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ン
バ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル

（
S
C
C
C
））、
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務

の
ク
ラ
ウ
ド
化
率
を
提
示
。
こ
れ
ら
は

閣
議
決
定
さ
れ
た
未
来
投
資
戦
略

2
0
1
7
で
具
体
化
さ
れ
た
。

　
政
策
対
応
は
、
次
の
４
つ
を
軸
に
し

て
い
く
。
ま
ず
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
前
提

と
な
る
デ
ー
タ
環
境
を
整
え
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
が
完
備
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

社
会
を
実
現
す
る
。
次
に
お
金
の
流
れ

に
関
わ
る
全
て
の
取
引
を
デ
ジ
タ
ル
で

完
結
さ
せ
る
。
３
つ
目
に
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
に
よ
る
企
業
の
経
営
力
・
生
産
性
改

革
を
促
進
す
る
。
そ
し
て
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
次
々
に

生
み
出
す
仕
組
み
作
り
だ
。
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
た
め
に
ど
の
よ
う

な
法
整
備
や
規
制
改
革
が
必
要
か
。
こ

の
テ
ー
マ
は
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
限
っ
た

話
で
は
な
い
。
規
制
の
「
サ
ン
ド
ボ
ッ

ク
ス
」
制
度
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
、

政
府
を
挙
げ
て
検
討
を
始
め
て
い
る
。

FinTechビジョン

経済活動に伴うお金の流れを変える

経済産業省 経済産業政策局 
産業資金課長
兼 新規産業室長

福本拓也氏

　
日
本
の
金
融
の
課
題
は
、
中
小
企
業

の
資
金
繰
り
だ
。
安
倍
政
権
に
よ
る
大

規
模
な
金
融
緩
和
に
よ
り
、
大
企
業
向

け
の
貸
出
金
利
は
低
下
し
て
い
る
も
の

の
、
実
は
中
小
企
業
向
け
の
短
期
プ
ラ

イ
ム
レ
ー
ト
は
８
年
間
変
動
し
て
い
な

い
。中
小
企
業
向
け
の
貸
し
出
し
の
ピ
ー

ク
は
１
９
９
５
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

当
時
の
２
６
６
兆
円
に
対
し
２
０
１
７

年
現
在
は
１
９
３
兆
円
と
、
３
割
も
減

少
し
て
い
る
。
超
低
金
利
環
境
下
に
あ

り
な
が
ら
、中
小
企
業
に
は
お
金
が
回
っ

て
い
な
い
の
だ
。

　
日
本
企
業
の
99
％
以
上
を
占
め
る
中

小
企
業
に
お
金
が
行
き
届
か
な
け
れ
ば
、

国
内
景
気
の
本
格
的
な
回
復
は
望
み
に

く
い
。
持
続
的
な
成
長
の
た
め
に
不
可

欠
な
研
究
開
発
投
資
や
設
備
投
資
、
情

報
化
投
資
が
進
ま
ず
、
そ
の
結
果
、
日

本
の
労
働
生
産
性
は
他
国
に
比
べ
て
劣

後
し
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
現
状
を
危
惧
し
、
政
府
は
中
小

企
業
を
振
興
す
る
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

下
請
代
金
の
支
払
い
を
原
則
現
金
払
い
、

手
形
な
ど
に
つ
い
て
は
１
２
０
日
以
内

か
ら
60
日
以
内
に
短
縮
化
す
る
こ
と
を

推
奨
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
小

企
業
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン

サ
イ
ク
ル
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
は
短
縮
化
す
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
板
挟
み
に
な

る
の
が
素
材
・
部
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
の

大
手
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
だ
。
買
掛
金
支
払

い
サ
イ
ト
（
期
間
）
が
短
縮
化
す
る
一
方
、

大
企
業
間
取
引
の
売
掛
金
回
収
サ
イ
ト

は
１
２
０
〜
１
８
０
日
の
ケ
ー
ス
も
多

い
。
自
社
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中

で
支
払
い
が
先
行
す
れ
ば
、
財
務
体
質

の
悪
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
今
後
は
、
単
純
な
1
対
１
の
議
論
で

は
な
く
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

資
金
決
済
の
高
度
化
に
よ
る
経
営
力
の

強
化
が
重
要
に
な
る
。
世
界
で
最
も
低

金
利
で
あ
る
日
本
の
有
利
さ
を
生
か
す

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
資
本
関
係
の
な

い
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
含
め
た
財
務
戦
略

を
検
討
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　
そ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
の
が
、
電
子
記
録
債
権
だ
。

あ
ま
り
報
道
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
本

で
最
も
成
長
し
て
い
る
金
融
分
野
の
一

つ
で
あ
り
、
現
在
の
市
場
規
模
は
推
計

約
14
兆
円
。
５
年
後
に
は
約
60
兆
円
ま

で
成
長
す
る
見
込
み
だ
。
電
子
記
録
債

権
を
活
用
す
る
こ
と
で
、Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
短
縮

日本の企業金融の活性化を促進

電子記録債権ソリューション激変する財務サプライチェーンに対応するFinTechとは
パネリスト

モデレーター

　
も
う
一
つ
の
事
例
は
、
ビ
ー
ル
世

界
最
大
手
の
ア
ン
ハ
イ
ザ
ー
・
ブ
ッ

シ
ュ
・
イ
ン
ベ
ブ
（
Ａ
Ｂ
イ
ン
ベ
ブ
）

で
あ
る
。
同
社
は
２
０
１
５
年
11
月

に
Ｓ
Ａ
Ｂ
ミ
ラ
ー
を
約
10
兆
円
で
買

収
し
た
が
、
そ
の
時
の
売
上
高
は
お

よ
そ
４
兆
円
。
買
収
の
際
に
は
約
８

兆
円
の
資
金
調
達
も
行
っ
た
。

　
Ａ
Ｂ
イ
ン
ベ
ブ
の
Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
マ
イ

ナ
ス
１
７
０
で
あ
り
、
何
日
後
に
仕

入
債
務
を
支
払
う
の
か
を
表
す
「
仕

入
債
務
回
転
日
数
」
が
約
２
９
０
日

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
社
の
収
益

の
２
・
５
倍
の
Ｍ
＆
Ａ
や
、
２
倍
の

資
金
調
達
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

た
わ
け
だ
。

　
さ
ら
に
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
仕
入

債
務
回
転
日
数
が
長
い
た
め
、
積
極

的
な
Ｍ
＆
Ａ
戦
略
も
展
開
で
き
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、日
系
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー
の
仕
入
債
務
回
転
日
数
が
短

い
。
つ
ま
り
日
系
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー

は
、
間
接
的
に
Ａ
Ｂ
イ
ン
ベ
ブ
の
買

収
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　
日
本
で
は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
軽
視
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
が
日
本
企
業
の
競
争

力
低
下
を
招
い
て
い
る
。Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
関

す
る
日
本
の
常
識
が
世
界
の
非
常
識

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
ほ

し
い
。

Tranzax
代表取締役社長

小倉隆志氏

協賛：

化
や
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
信

用
コ
ス
ト
（
金
融
費
用
）
の
低
減
を
実

現
で
き
る
。

　
い
く
つ
か
具
体
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
紹
介
し
よ
う
。
最
も
シ
ン
プ
ル
な
活

用
例
は
、
納
入
企
業
が
発
注
企
業
に
対

し
て
有
す
る
売
掛
金
を
電
子
記
録
債
権

と
し
て
流
動
化
し
、
早
期
の
資
金
化
を

図
る
方
法
だ
。
そ
れ
を
支
払
い
代
行
会

社
が
買
い
取
る
こ
と
で
、
納
入
企
業
に

と
っ
て
は
金
利
負
担
を
軽
減
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　
次
に
、
発
注
書
を
電
子
債
権
化
す
る

「
Ｐ
Ｏ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
通
常
、
売
掛
債
権
を
担
保
に

し
た
融
資
は
納
入
後
で
な
け
れ
ば
で
き

な
い
が
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
を
利
用
す
る

こ
と
で
受
注
時
か
ら
担
保
提
供
で
き
、

早
期
に
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
受
注
時
に
受
注
額
の
４
〜
５
割

程
度
の
借
り
入
れ
を
行
え
る
ほ
か
、
債

務
確
定
時
点
で
全
額
の
フ
ァ
ク
タ
リ
ン

グ
（
売
掛
金
の
売
却
）
が
可
能
に
な
る

た
め
、
現
金
払
い
よ
り
早
く
資
金
化
で

き
る
。

　
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
短
縮
化
に
寄
与
す
る
仕
組

み
が
評
価
さ
れ
、
現
在
、
経
済
産
業
省

の
「
次
世
代
企
業
間
デ
ー
タ
連
携
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
採
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
企
業
間
で
の
受
発
注

取
引
を
電
子
的
に
行
う
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
と
Ｐ
Ｏ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
連
携
す
る

こ
と
で
、
自
動
的
に
電
子
債
権
を
発
行

す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
も
の
だ
。
多

く
の
金
融
機
関
か
ら
関
心
を
集
め
、
複

数
の
銀
行
や
信
用
金
庫
が
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
る
。

　
売
掛
金
の
電
子
債
権
化
に
は
、
売
掛

金
譲
渡
契
約
手
続
き
の
事
務
負
担
の
軽

減
や
、契
約
書
の
印
紙
税
の
節
約
と
い
っ

た
利
点
も
あ
る
。
売
掛
金
を
売
却
し
た

代
金
は
自
社
で
受
け
取
ら
ず
、
直
接
債

務
の
支
払
い
に
充
て
る
こ
と
も
可
能
だ
。

売
掛
金
と
買
掛
金
を
同
時
に
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
か
ら
落
と
す
こ
と
で
、
自
己
資

本
比
率
が
向
上
す
る
。
ま
た
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
金
融
危
機
の
発
生
へ

の
抵
抗
力
を
つ
け
る
う
え
で
も
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
運
転
資
金
を
削

減
す
る
意
義
は
大
き
い
。

　
現
在
、
電
子
債
権
の
取
扱
い
を
認
め

ら
れ
た
機
関
は
日
本
で
５
つ
し
か
な
い
。

そ
の
う
ち
唯
一
の
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
系
企

業
が
当
社
で
あ
り
、
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

開
発
に
努
め
て
い
る
。
電
子
記
録
債
権

が
も
た
ら
す
も
の
は
、
過
去
の
決
算
書

を
ベ
ー
ス
に
し
た
ア
セ
ッ
ト
中
心
の
金

融
で
は
な
く
、
将
来
の
収
入
を
ベ
ー
ス

に
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
中
心
の
金
融

だ
。
当
社
の
電
子
記
録
債
権
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
日
本
の
企
業
金
融

の
活
性
化
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。


